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２回戦、全日本剣道選手権者、宮崎を擁する神奈川と接戦の末に愛媛を下した滋賀の一戦。先鋒戦神奈川正代は、
長身を生かした上段の構えから豪快な面と鍔競り合いから絶妙なタイミングの引き面を連取し先鋒戦を制した。次
鋒戦は、お互いに近間での攻防が続き時間切れとなる。延長戦では神奈川高鍋が押し気味に試合を進めていたが、
滋賀高田はこれをよく我慢して凌ぎ、最後は相手の出頭を小手に決める。中堅戦、滋賀渡辺は相手を意識しすぎて
か強引な技を仕掛ける。一方、神奈川宮崎は落ち着いた剣捌きで応戦する。延長戦となり、一転して神奈川宮崎が
強引に面を打つところを滋賀渡辺は、鮮やかに返して胴を決める。副将戦、滋賀安田は落ち着いて一瞬の隙をつく
引き面を立て続けに決める。滋賀の勝利が決まると会場からどよめきが起こる。大将戦は神奈川佐藤が時間終了間
際に小手を決め引き分けに持ち込み意地を見せた。
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第６０回国民体育大会剣道競技結果
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